
令和７年度 習志野市青少年問題協議会 議事要旨 

 

１ 開催日時 令和８年１月２７日（火）午後２時～午後３時 

 

２ 開催場所 習志野市庁舎 ５階 委員会室 

 

３ 出席者氏名 

   出席委員 ： 宮本 泰介会長、小熊 隆副会長、三代川 雄哉委員、片柳 朗委員 

   （２０名） 太田 元幸委員、田久保 浩一委員、鈴木 和弘委員、央 重則委員、越智 晃委員、 

佐々木 秀一委員、松濱 幸子委員、五十嵐 久仁委員、渡邊 恵美委員、 

加川 美奈子委員、淺田 和子委員、田口 富一委員、野村 健一委員、三角 寿人委員、 

奥井 良和委員、佐々木 博文委員 

 

欠席委員 ： 白石 健太郎委員、杉戸 一寿委員、齋藤 貴弘委員、田久保 直子委員、 

（５名） 中臺 啓子委員 

    

    事 務 局 ： 生涯学習部長 上原 香、生涯学習部次長 越川 智子、社会教育課長 河栗 太一、 

社会教育課青少年育成係長 小倉 康裕、社会教育課主事 今井 アンドレ裕司 

 

傍 聴 者 ： なし 

 

４ 協議会内容 

開会 

第１ 委員紹介 

第２ 会議の公開 

第３ 会議録の作成等 

第４ 会議録署名委員の指名 

第５ 講演  「こども・若者の相談窓口及び支援について」 

（特定非営利活動法人セカンドスペース 理事長 成瀬 榮子 様） 

閉会 

 

５ 会議資料 報告に関する資料 

   別添資料  ライトハウスちば リーフレット 

     特定非営利活動法人セカンドスペース 活動実績 

     特定非営利活動法人セカンドスペースが運営している４つの通える居場所 

 

     

 

 



６ 議事録（要点筆記） 

 

 第２ 会議の公開 

会長より、協議会について原則公開となっている旨の説明をした。 

ただし、内容により公開・非公開の判断が必要になった際は、その都度、委員に諮ることとし

た。また、傍聴者については、定員に達するまでは随時入室があることについて説明をした。 

 

 第３ 会議録の作成 

議事録について、要点筆記とし、会議名、開催日時、開催場所、出席者氏名、審議事項、会

議内容、発言委員名及び所管課を記載した上で、市ホームページ及び市役所グランドフロア

の情報公開コーナーにおいて公開することを決定した。 

 

 第４ 会議録署名委員の指名 

会議録の作成に当たり、正確性、公正を期するため会議録署名委員を指名することとした。 

会長の指名により、五十嵐久仁委員と渡邊恵美委員に決定した。 

 

 第５ 講演 

 「こども・若者の相談窓口及び支援について」 

 

【宮本会長】 

講演について事務局から説明を求める。 

 

【生涯学習部】 

昨今、青少年を取り巻く課題は大きく変化し、その内容は多様化・複雑化しており、不

登校やひきこもりなど、解決が難しい課題が顕在化している。 

そこで、近年のこども・若者からの相談や支援内容について、特定非営利活動法人 

セカンドスペース 理事長 成瀬 榮子氏に御説明いただく。 

 

【特定非営利活動セカンドスペース 成瀬氏】 

資料に基づきセカンドスペースの取り組み内容について説明 

不登校、引きこもりの実態とその対応について実例に基づき説明 

 

【宮本会長】 

講演内容に関して意見、質問を求める。 

 

【央委員】 

様々な手法でこどもや若者に対する支援を実施されていることがわかった。社会・学校

生活に戻ることができている事例も多いかと思うが、ひきこもり等が再発してしまった事例

はあるのか。また、再発してしまった際のアフターケアはどのような方法をとっているか。 



 

【特定非営利活動セカンドスペース 成瀬氏】 

残念ながら再発してしまった事例は過去にもある。過去に再発した方から相談があった

ことがあるが、本人と直接会って話をすることで現状を把握し、対応を検討してくことが多

い。あわせて、定期的に相談してきた本人の家族や学校に訪問し、社会復帰後の状況を

確認することもある。 

 

 

【加川委員】 

お話しいただいた内容を青少年の育成に繋げていこうと思う。 

先ほどご紹介いただいたアセスメントシートを拝見させていただくことは可能なのか。ま

た、成瀬氏が実施している支援内容などの記載があるのか。 

 

【特定非営利活動セカンドスペース 成瀬氏】 

私が実際に使用しているものは、個人情報保護のため公開することはできない。 

アセスメントシートは支援をする上でのガイドライン的な役割を果たしており、相談を受

ける際に使用しているものになる。数多くの項目が特性ごとに細分化されており、それを

参考に相談者に適した支援プログラムの検討をしている。 

 

【宮本会長】 

不登校になる理由としては、身体的・精神的など様々だが、早い段階で発見することが

重要である。若くして引きこもりになると、体力の低下や精神の不安定につながってしまう。 

青少年問題解決の根底は、困っているときには誰かに相談することであり、本日御出席

いただいている関係団体の皆様が連携し、数多くの場面でその役割を担っていただくこと

が重要であることを改めて確認できた。 

講演いただいた内容を今後の活動のさらなる発展に繋げていただければと思う。 

 

本日の日程は以上となる。 

令和７年度習志野市青少年問題協議会の会議を閉会する。 


